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平成２９年（２０１７年）

　　　今月の特集：市政運営を石田市長に聞く（２～７ページ）
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山の頂
いただき

で「い
・

た
・

だ
・

き
・

まぁす」
～せきがねつつじ温泉まつりプレイベント・山頂酒場（４月１５日（土））～

　数年前まで、つつじの時期になると地元の人たちは飲み物やカラオケ

セットを亀井公園に運び上げ、春の宴を楽しんだそうです。

　今年は開湯１３００年を記念して一夜だけ復活しました。



ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
復
旧･

復
興
と
人
口
減
少
対
策
を

平
成
29
年
度
の
倉
吉
市
政
運
営
を
石
田
耕
太
郎
市
長
に
聞
く

平成２９年度の倉吉市は何を目指していく

のか。発生から半年が経過した震災からの

復旧･復興、総合計画・総合戦略の実施、

またそれに伴う予算について、石田市長に

聞きました。

聞き手：企画振興部次長 美
み

舩
ふね

 誠

問 総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－８１４４）

平成２９年度の倉吉市は何を目指していく

のか。発生から半年が経過した震災からの

復旧･復興、総合計画・総合戦略の実施、

またそれに伴う予算について、石田市長に

聞きました。

聞き手：企画振興部次長 美
み

舩
ふね

 誠

問 総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－８１４４）
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震
災
か
ら
６
か
月

―��

昨
年
10
月
の
震
災
か
ら
４
月
で
６
か

月
が
経
ち
ま
す
が
、
市
内
の
状
況
な

ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
の
鳥
取
県
中
部
地
震
以
降
、
倉

吉
市
で
は
住
家
の
被
害
が
９
，
０
０
０

件
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、
震
災
か
ら

半
年
が
経
過
し
、
徐
々
に
落
ち
着
き
が

出
て
き
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
し

か
し
住
宅
の
屋
根
は
依
然
と
し
て
多
く

の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
り
災
証
明
書
の
発
行
は
こ
の
５
月
で

終
わ
る
予
定
で
す
が
、
創
設
し
た
住
宅

再
建
・
修
繕
支
援
金
の
申
請
は
３
割
程

度
と
な
っ
て
お
り
、
再
建
は
ま
だ
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

元
通
り
の
生
活
を
目
指
し
て

　
道
路
や
教
育
施
設
な
ど
の
公
共
施
設

も
本
格
的
な
復
旧
は
こ
れ
か
ら
と
な
り

ま
す
。
被
災
住
宅
の
再
建･

修
理
を
急

ピ
ッ
チ
で
進
め
る
と
と
も
に
、
早
急
に

復
旧
作
業
を
進
め
、
一
日
も
早
く
市
民

の
皆
さ
ん
に
元
通
り
の
生
活
に
戻
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
観
光
の
中
心
で
あ
る
白
壁
土

蔵
群
を
訪
れ
る
観
光
客
も
徐
々
に
回
復

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
今
後
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
元
気

な
倉
吉
の
姿
を
発
信
し
、
早
急
に
本
市

が
被
っ
た
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
ふ
っ
し
ょ
く
拭
し

て
、
再
び
た
く
さ
ん
の
人
に
来
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
倉
吉
市
は

―�

平
成
29
年
度
の
倉
吉
市
政
に
つ
い

て
、
重
点
的
な
方
針
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
平
成
29
年
度
は「
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
」
が
倉
吉
市
政
の
最
も
大
き

な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

早
期
の
復
旧
・
復
興

　
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
早
期
実

現
の
た
め
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
し
、
働
く
こ
と
の
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
３
月

に
は『
倉
吉
市
震
災
復
興
計
画
』を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

復
旧
・
復
興
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
以
上
の
住
み
よ
さ
を

　
し
か
し
、
た
だ
単
に
復
旧
を
す
る
と

い
う
の
で
は
な
く
、
震
災
前
以
上
に
安

心
安
全
で
、
元
気
で
活
力
の
あ
る
、
更

に
住
み
よ
い
倉
吉
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。『
倉
吉

市
震
災
復
興
計
画
』
は
、
計
画
期
間
を

震
災
前
以
上
の
倉
吉
を
目
指
す

　
倉
吉
市
は
、
一
日
も
早
く
元
通
り
の
生
活

を
取
り
戻
し
、震
災
前
以
上
に
安
心
安
全
で
、

更
に
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

平成２９年度の市政運営を石田市長に聞く

約半年ぶりに給食センターが
復旧。温かい給食が配られた

被災した白壁土蔵群。観光客
も徐 に々戻ってきた

ブルーシートが目立つ震災後の倉吉市内。暖か
い季節になり、屋根の修理も進んできている

昨年１０月に鳥取県中部を襲った地
震を振り返り、今年度の市政運営
について話す石田市長（右）

（3）平成 29.5



平
成
28
年
11
月
か
ら
平
成
31
年
度
末
ま

で
の
３
年
５
か
月
と
し
て
お
り
、
平
成

29
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
復
興
を
進
め

た
い
と
い
う
考
え
方
の
も
と
で
計
画
を

つ
く
り
ま
し
た
。

　『
倉
吉
市
震
災
復
興
計
画
』で
は
、
大

ま
か
に
４
つ
の
柱
を
立
て
ま
し
た
。「
被

災
者
の
生
活
再
建
」、「
地
域
経
済
の
再

建
」、「
社
会
基
盤
の
再
建
」、
そ
し
て「
防

災
力
の
強
化
」。
こ
の
４
つ
の
柱
に
基
づ

い
て
、
こ
れ
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
向

か
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
、
総
合
計
画
の 

推
進
の
年
に
も

　
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
震
災
だ
け
が
課

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
来
か
ら
の

大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る「
人
口
減
少
対

策
」「
地
方
創
生
」
も
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、
倉

吉
市
独
自
の
地
方
創
生
に
関
す
る
取
り

組
み
を
ま
と
め
た「
倉
吉
市
未
来
い
き

い
き
総
合
戦
略
」
を
平
成
27
年
10
月
に

策
定
、
ま
た「“
く
ら
し
よ
し
”
ふ
る
さ

と
ビ
ジ
ョ
ン（
第
11
次
倉
吉
市
総
合
計

画
）」の
後
期
計
画
を
平
成
28
年
３
月
に

策
定
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
災
害
か
ら
の
復
興
の
年
で

も
あ
り
、
こ
う
し
た
総
合
戦
略
の
実
施

の
年
で
も
あ
り
ま
す
。「
生
涯
に
わ
た

り“
人
財
”を
育
み
、
そ
の“
人
財
”が
活

躍
す
る
地
域
の
創
出
」
を
基
本
テ
ー
マ

に
、
子
育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
、
雇

用
創
出
と
産
業
振
興
、
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち

が
未
来
に
希
望
が
持
て
る
持
続
性･

発

展
性
に
あ
ふ
れ
た
暮
ら
し
よ
い
倉
吉
を

し
っ
か
り
と
確
立
す
る
よ
う
、
こ
れ
ら

の
総
合
的
な
推
進
、「
く
ら
し
よ
い
」倉

吉
の
ま
ち
づ
く
り
も
合
わ
せ
て
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

予
算
の
使
い
道
は

―��

今
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
、

予
算
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
震
災
か
ら
の
復
興
と
い
う
面
で
は
、

『
倉
吉
市
震
災
復
興
計
画
』に
基
づ
い
て

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
地

震
で
は
屋
根
の
被
害
が
非
常
に
多
く
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

屋
根
に
か
か
っ
た
ま
ま
の
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
一
日
も
早
く
こ

の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
な
く
し
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
い
ろ
い
ろ

な
制
度
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の

再
建
支
援
金
、
修
繕
支
援
金
補
助
や
、

擁よ
う

壁
の
補
助
、
住
宅
の
借
り
上
げ
に

対
す
る
補
助
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
補
助
・

支
援
制
度
も
つ
く
っ
て
い
ま
す
の
で
、

こ
う
い
っ
た
制
度
も
利
用
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
住
家

や
屋
根
の
復
旧
の
加
速
を
し
て
い
た
だ

【目的と施策】
目標 施策

１
被災者の
生活再建

・心のケア体制の整備
・各種支援金や義援金などの給付
・住宅の再建支援　など

２
地域経済の
再建

・ 被災農地、農業用施設などの復旧
・被災事業者に対する再建支援
・まちの元気回復　など

３
社会基盤の
再建

・被災した道路の早期復旧
・被災した公園の早期復旧　など

４
防災力の
強化

・地域防災計画の検証･改訂
・市民の防災意識の啓発
・防災設備の充実　など

倉吉市震災復興計画とは

【計画期間】平成２８年１１月～平成３１年３月末

【策定の趣旨】鳥取県中部地震からの再生（復旧・復興）を目

指し、被災者の生活、地域経済、そして社会基盤の再建と

防災力の強化を図り、市民が安心して暮らし、働くことので

きるまちづくりに全力を挙げて取り組むため策定しました。

【計画の基本姿勢】市民生活について、震災前以上の「安心・

安全」「元気・活力」を備えた暮らしよい倉吉市を目指します。

復
興
と
総
合
戦
略
の
実
施

　
復
旧･

復
興
と
と
も
に
、「
人
口
減
少
対

策
」「
地
方
創
生
」
も
考
え
、
総
合
戦
略
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

総合戦略のテーマ「“人財”の育成と
“人財”が活躍する地域の創出」を実
施していく年でもあります
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　平成２９年度の予算は、震災からの復興とともに「倉吉市未来いきいき総合戦略」と第１１次倉吉市総合

計画“くらしよし”ふるさとビジョンの後期基本計画を踏まえて編成しました。

　平成２９年度一般会計当初予算総額は、２７６億５，８９９万９千円となり、平成２８年度当初予算に

比べ、２億９，２６５万５千円、１．０％減となっています。

平成２９年度の市政運営を石田市長に聞く

（5）平成 29.5

市税の内訳

区分
予算額
（千円）

一人あたり
換算額（円）

市民税 2,369,600 49,019
固定資産税 2,704,421 55,946
軽自動車税 169,800 3,513
たばこ税 356,000 7,365
入湯税 1,901 39
都市計画税 600 12
合計 5,602,322 115,894

歳入
27,658,999
（単位：千円）依存財源

16,326,915
（59.0%）

自主財源
11,332,084
（41.0%）

市税
5,602,322
（20.3%）

地方交付税
7,160,000
（25.9%）

市債
1,481,443
（5.4%）県支出金

2,650,528
（9.6%）

国庫支出金
3,808,589
（13.8%）

諸収入
3,359,984
（12.1%）

地方譲与税 204,628 （0.7%）

地方消費税交付金 922,353 （3.3%）

株式等譲渡所得割交付金
12,723 （0.0%）

配当割交付金 19,535 （0.1%）

利子割交付金 8,213 （0.0%）

交通安全対策特別交付金
6,000 （0.0%）

地方特例交付金 14,471 （0.1%）

自動車取得税交付金 38,431 （0.1%）

ゴルフ場利用税交付金 1 （0.0%）

分担金及び負担金
240,941 （0.9%）

使用料及び手数料
261,600 （0.9%）

財産収入 17,872 （0.1%）

寄附金 570,023 （2.1%）

繰入金 1,129,342 （4.1%）

繰越金 150,000 （0.5%）

平
成
29
年
度

　
当
初
予
算

問
財
政
課（
あ
22
ー
８
１
６
３
／
い
22
ー

１
０
８
７
）

■用語解説■

一般会計：�行政運営の基本的な経費の会計

特別会計：�特定の事業の収入でまかなう会計

企業会計：�民間企業のように事業の収益でまかなう会計

特別会計・企業会計

区分
予算額
（千円）

増減率
（対前年度）

国民健康保険事業 6,210,556 ▲ 5.0%
介護保険事業 5,163,921 1.8% 
後期高齢者医療事業 566,480 0.9%
簡易水道事業 238,055 0.8% 
温泉配湯事業 9,166 ▲ 3.2% 
住宅資金貸付事業 63,612 ▲ 3.3% 
土地取得事業 36,007 0.0%
下水道事業 2,859,995 ▲ 4.8%
駐車場事業 6,780 ▲ 5.0%
集落排水事業 607,945 ▲ 9.8%
国民宿舎事業 ー 皆減

高城財産区 11,730 0.5%
小鴨財産区 2,601 ▲ 47.7%
北谷財産区 787 18.5%
上北条財産区 17,780 ▲ 4.9%
水道事業（企業会計） 1,212,451 ▲ 1.0%

※ 国民宿舎事業は、平成 29年 3月31日をもって
廃止されました。

民生費
9,406,397
（34.0%）

総務費
3,107,569
（11.2%）教育費

2,026,658
（7.3%）

土木費
3,382,651
（12.2%）

衛生費
1,252,684
（4.5%）

歳出
27,658,999

（単位 :千円）

商工費
3,181,453
（11.5%）

消防費
796,487 （2.9%）

公債費
2,779,206
（10.1%）

農林水産業費
1,356,998 （4.9%）

労働費 10 （0.0%）

議会費
202,173 （0.7%）

予備費 
10,000 （0.1%）

諸支出金 
100 （0.0%）

災害復旧費
156,613 （0.6%）



平成２９年度の主な事業

安全･安心で快適に暮らせるまち（生活基盤・環境・防災）

■三明寺東、小田東の避難路の整備･･･２，７００万円

■河川浚
しゅんせつ

渫等･･･１，６００万円

　河川の安全対策のため、河川に堆積した土砂の撤去などを

行います。

■農業施設の防災減災･･･７９０万円

　北条用水幹線水路の耐震改修や下流に人家などがある 

ため池の改修を行います。

いきいき働くことができるまち（産業）

■�鳥獣被害総合対策事業･･･３，８００万円

　農林産物などへの被害を総合的に防止

するため、イノシシなどの有害鳥獣の捕

獲や電気柵設置などへの支援を行います。

■鳥取和牛振興･･･３，０００万円

　畜産農家などが行う和牛繁殖雌牛の増頭の取り組みに対す

る支援などを行います。

■林業専用道整備事業費負担金･･･７６０万円

■企業誘致事業･･･１億２００万円電気柵

活力に満ち、豊かな心と文化が息づくまち（教育・文化・コミュニティ）

■文化芸術活動振興･･･１１０万円

 　市民の自主的な文化芸術活動の活性化

のために、音楽祭や公演への支援を行い

ます。

■�里見ブランド化推進事業･･･２００万円

　倉吉せきがね里見まつりの支援などを行います。

■�防災教育安全教育総合支援事業･･･１９０万円

　学校における安全教育・安全管理の充実を図るため、避難

訓練や交通安全マップの作成などを行います。天女音楽祭の様子

いつまでも健やかに過ごせるまち（福祉・健康・人権）

■市民後見人養成事業･･･２６０万円

　認知症などの高齢者を援助する人材を育成します。

■Ｂ型肝炎予防接種…９３０万円

　Ｂ型肝炎ウイルスからの感染を防ぐため、乳児の予防接種

について支援を行います。

※�このほか、公立保育所

の指定管理者制度導入

（９４０万円）、子どもの学習

支援、居場所づくり（３９０万

円）など※写真はイメージです

震災からの復旧復興

■被災者住宅再建支援事業･･･５億２，９００万円

■倉吉福祉センター修繕費助成事業･･･２，５００万円

■地域共同施設災害復旧事業･･･４００万円

　自治公民館が管理する生活道路、用排水路などについて復

旧経費を支援します。

■伝統的建造物群保存地区保存事業･･･２億円

■関金温泉開湯１３００年祭推進事業･･･４２０万円

■ポップカルチャーによる観光客等誘致促進事業･･･

４００万円
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く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
被
害
の
大
き
か
っ

た
打
吹
地
区
の
街
な
み
環
境
整
備
、
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
修
理
な
ど

へ
の
経
費
な
ど
に
も
予
算
を
充
て
て
い

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災

意
識
の
普
及
啓
発
を
図
る
取
り
組
み
も

考
え
て
い
ま
す
。

元
気
な
倉
吉
を
再
び

　
地
震
に
伴
っ
た
風
評
被
害
も
出
て
い

ま
す
。
観
光
な
ど
を
通
じ
て
、
あ
る
い

は
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
す
る
こ
と
で
大
勢

の
皆
さ
ん
に
倉
吉
へ
来
て
い
た
だ
き
、

元
気
な
倉
吉
を
情
報
発
信
し
、
風
評
被

害
の
払
拭
に
も
努
め
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
賑
わ
い
形
成
の
た
め
に
、

関
金
温
泉
開
湯
１
３
０
０
年
祭
や
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
よ
る
観
光
客
な
ど
の

誘
致
を
行
い
ま
す
。

　
震
災
復
興
と
と
も
に
、
今
年
度
の
取

り
組
み
の
も
う
一
本
の
柱
で
あ
る「
地

方
創
生
」
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の
問
題

や
子
育
て
の
問
題
、
観
光
の
問
題
に
つ

い
て
着
実
に
事
業
の
展
開
を
し
、
進
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

―��

市
民
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
全
国
的
に
非
常
に
災

害
の
多
い
年
で
し
た
。
４
月
の
熊
本
地

震
、
東
北
や
北
海
道
で
大
き
な
被
害
が

出
た
台
風
10
号
、
糸い
と
い
が
わ

魚
川
市
の
大
規
模

火
災
、
栃
木
県
で
の
雪
崩
の
事
故
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。

　
倉
吉
に
つ
い
て
も
10
月
の
大
き
な
地

震
、
年
明
け
の
大
雪
と
、
災
害
の
１
年

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

一
刻
も
早
く
災
害
か
ら
の
復
興
を
成
し

遂
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
震
を
き
っ
か
け
に
、
自
助
・

共
助･

公
助
を
考
え
る

　
し
か
し
、
こ
の
復
興
は
行
政
だ
け
で

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
倉
吉
市
も
一
生
懸
命
、
ま
た
精
一

杯
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
け
ど
も
、

や
は
り
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
努
力
い

た
だ
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
制
度
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
復
興
に
向
け
て
ご
尽
力

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
合
わ
せ
て
、
地
震
を
自
助
・
共
助
・

公
助
を
改
め
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
地
震
が
起
き
た
か

ら
、
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
こ

れ
か
ら
に
生
か
し
て
い
く
と
い
う
意
味

で
、
地
震
を
踏
ま
え
た
新
し
い
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
つ
く
っ
た
り
、
防
災
リ
ー

ダ
ー
の
養
成
な
ど
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
防
災
意
識
を

　
先
日
の
新
聞
で「
鳥
取
県
の
災
害･

防
災
用
の
備
蓄
の
状
況
が
低
い
」
と
か

「
家
屋
の
転
倒
防
止
措
置
の
比
率
も
低

い
」
と
か
、
地
震
が
発
生
し
て
い
な
が

ら
も
な
か
な
か
意
識
が
高
く
な
っ
て
い

な
い
と
い
っ
た
指
摘
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
面
も
踏
ま
え

て
、
改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
に

つ
い
て
の
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
の
取
り
組
み
を
行
わ
な
く
て
は
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
は
、
公
で
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と「
公
助
」は
し
っ
か
り
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は「
自

助
」
つ
ま
り
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
だ
け
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
、
み
ん
な
で
ど
う
い
う
風
に
助

け
合
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
、「
共
助
」

の
仕
組
み
を
皆
さ
ん
で
改
め
て
考
え
、

点
検
し
て
い
た
だ
く
、
そ
う
い
う
機
会

に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
よ
り
元
気
な

地
域
づ
く
り
、
暮
ら
し
や
す
い
倉
吉
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で

　
震
災
を
機
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
、
で
き

る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
復
興
は
行
政
だ

け
で
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地域住民が集まり、地域の危険
箇所などを話し合い防災ハザード
マップを作る

平成２９年度の市政運営を石田市長に聞く
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皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

《市税の納付期限と口座振替日をお知らせします》
お忘れのないよう納付期限内に納付してください。障がいのある人には軽自動車税減免もあります。

問税務課（あ２２―８１１３、２２―８１１４／い２２―１０８７）

平成２９年度　市税の口座振替日と納付期限

税目 期別 口座振替日 納付期限

軽自動車税 全期 ５月２９日（月） ５月３１日（水）

市・県民税

（普通徴収）

１期 ６月２８日（水） ６月３０日（金）

２期 ８月２８日（月） ８月３１日（木）

３期 １０月３０日（月）１０月３１日（火）

４期 １月２９日（月） １月３１日（水）

固定資産税

１期 ５月２９日（月） ５月３１日（水）

２期 ７月２８日（金） ７月３１日（月）

３期 １２月２８日（木）１２月２８日（木）

４期 ２月２８日（水） ２月２８日（水）

口座振替日：納付月の２８日

※振替日が金融機関休業日の場合には、翌営業日になります。

口座振替が利用できる金融機関

（株）山陰合同銀行、（株）鳥取銀行、（株）島根銀行、

倉吉信用金庫、鳥取信用金庫、中国労働金庫、鳥取

中央農業協同組合、（株）ゆうちょ銀行

※�口座振替の申し込みは、この金融機関窓口で行ってください。

注意点

●�納付書は納税通知書と一緒に１年間分を同封して

郵送しています。紛失しないようご注意ください。

●�納付期限を過ぎると、コンビニエンスストアでの

取り扱いはできなくなります。

障
が
い
の
あ
る
人
は
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
が
あ
り
、
一
定

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
場
所
】税
務
課
、
関
金
支
所

【
申
請
期
限
】５
月
24
日（
水
）ま
で

身
体
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人
が�

自
ら
運
転
す
る
場
合

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

②
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

③
運
転
免
許
証

④
印
鑑

⑤�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
書
類（
納

税
義
務
者
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た

は
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

※�

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
代
理
人
の

本
人
確
認
書
類
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

代
理
人
の
運
転
免
許
証
な
ど
も
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

【
手
続
き
上
の
注
意
】

　
平
成
28
年
度
に
減
免
決
定
を
受
け
た

人
は
、減
免
申
請
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
申
請
内
容（
車
両
、
障
が

い
名
、
等
級
な
ど
）
に
変
更
が
あ
る
人

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

身
体
な
ど
に
障
が
い
が
あ
る
人
の
た

め
に
、
生
計
を
一
に
す
る
人
ま
た
は

常
時
介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
場
合

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

前
記
①
～
⑤
お
よ
び

⑥�

常
時
介
護
証
明
書（
常
時
介
護
者
の

み
。
常
時
介
護
者
と
は
、
障
が
い
が

あ
る
人
と
は
別
世
帯
で
生
計
を
一
に

し
て
い
な
い
が
、
障
が
い
の
あ
る
人
を

日
常
的
に
介
護
し
て
い
る
人
の
こ
と
）

　
※
福
祉
課
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

【
手
続
き
上
の
注
意
】

　
生
計
を
一
に
す
る
人
ま
た
は
常
時
介

護
す
る
人
が
運
転
す
る
場
合
の
減
免
申

請
は
、
毎
年
必
要
で
す
。

※�

課
税
免
除
や
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

軽
自
動
車
な
ど
は
、
障
が
い
者
一
人
に
つ
き
一

台
限
り
で
す
。
ま
た
、
減
免
と
な
る
障
が
い

の
範
囲（
障
が
い
の
区
分
・
等
級
）が
あ
り
ま
す
。

　
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
車
両

（
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
入
所
者
の
通

園
な
ど
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
）、
構

造
が
専
ら
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

利
用
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
軽
自
動
車

も
減
免
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口座振替に加入するなら今！ 
１００人にくらすけくんトートバッグをプレゼント

　口座振替制度は、納付に出向く必要や

納め忘れの無い安心・便利な制度です。

　期間中に新規登録いただいた中から抽選で１００人

に『くらすけくんトートバッグ』をプレゼントします。

キャンペーン期間 ５月１日(月)～８月３１日(木）

【対象科目】個人市県民税、固定資産税、軽自動車税、

国民健康保険料、後期高齢者医療保険料、介護保険

料、保育料、住宅等使用料（市営・市管理住宅）、学

校給食費、水道料金（下水道使用料含む）、市営新町

駐車場使用料

※�新規登録、科目の追加登録が対象です。

※�各科目を通じて義務者１人につき１口の参加となります。

【登録方法】市内の金融機関窓口でご登録ください。

ご登録いただきますと自動でエントリーされます。

【ご持参いただくもの】通帳、通帳印、整理番号(通

知書番号)の分かる書類（納付書など）

※�国民健康保険料は保険年金課窓口でも「ペイジー口座振替受付

サービス」の手続きができます。

※当選の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
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《オオキンケイギクは特定外来生物に指定されています》
�敷地内で見つけた場合は、根から引き抜き駆除しましょう。

問環境課（あ２２－８１６８／い２２－８１３６）

《住家の再建手続き、住家の被害報告はお済みですか》
被災者住宅再建支援制度の申請期限は１０月２１日（土）、住家の被害報告期限は５月３１日（水）です。

問防災安全課（コールセンターあ２７－０５１５）

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
北
米
原
産

の
多
年
草
で
す
。
高
さ
は
30
～
70
セ

ン
チ
程
度
で
、
５
月
～
７
月
に
か
け

て
鮮
や
か
な
黄
色
の
コ
ス
モ
ス
に
似

た
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
こ
の
植
物
は

極
め
て
強
い
生
命
力
を
持
つ
植
物

で
、
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
の
生

育
場
所
を
奪
い
、
周
囲
の
環
境
を
一

変
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
現
在
、
特

定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
生
き
た

ま
ま
の
運
搬
や
栽
培
、
譲
渡
な
ど
が

原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
を
見
つ
け
た
ら

　
自
宅
や
敷
地
内
に
咲
い
て
い
た
場

合
は
、
根
か
ら
引
き
抜
い
た
も
の
を

２
～
３
日
天
日
干
し
に
し
て
枯
死
さ

せ
た
後
、
倉
吉
市
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
可
燃
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
広
げ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
も
、
種
子
を
付
け
る
前
に
駆
除

す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

被
災
者
住
宅
再
建
支
援
制
度

　
平
成
28
年
の
鳥
取
県
中
部
地
震
で
被
災

さ
れ
た
住
家
の
再
建
に
つ
い
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
地
震
に
よ
る
住
家
の
被

害
の
損
害
割
合
に
応
じ
て
、
再
建
支
援
金

ま
た
は
修
繕
支
援
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
申
請
が
終
わ
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
申

請
期
間
中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
請
期
間
】

平
成
29
年
10
月
21
日（
土)

ま
で

【
対
象
物
件
】

　
平
成
28
年
10
月
に
、
そ
の
所
有
者
ま
た

は
所
有
者
の
３
親
等
以
内
の
親
族
が
生
活

の
本
拠
と
し
て
い
た
住
家

※�

生
活
の
本
拠
と
し
て
い
な
い
物
件
は
対
象
外

【
対
象
者
】

　
市
内
に
住
家
を
所
有
し
、
そ
こ
を
生
活

の
本
拠
と
し
て
居
住
し
て
い
る
世
帯
主

【
借
家
・
ア
パ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
】

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
も
支

援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

借
り
主
が
補
修
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
賃
貸
住
宅
の
借
り
主

②�

小
規
模
な
賃
貸
住
宅
の
所
有
者

※
修
繕
支
援
金
は
除
く

　
手
続
き
の
方
法
な
ど
、
詳
細
は
防
災
安

全
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【支援制度の詳細】

支援制度 対象事業 被害割合 交付金額 申請時添付書類

被災者住宅再建支援金

居宅の建設
または購入

半壊
（20％以上40％未満）

補修に要すると見込まれる
経費（100万円（単数世帯に
ついては、75万円）を限度）

申請者本人確認書類／り災証明書写し／ 
契約書または見積書写し／誓約書／補
修費用の見積書の写し

居宅の補修
補修に要する経費（100万
円（単数世帯については、75
万円）を限度）

申請者本人確認書類／り災証明書写し／ 
誓約書

居宅の補修
一部損壊
（10％以上20％未満）

補修に要する経費（30万円
を限度とする。）

〃

被災者住宅修繕支援金 居宅の補修

５％以上10％未満 ５万円

申請者本人確認書類／り災証明書写し／ 
振込依頼口座通帳写し

４％ ４万円

３％ ３万円

２％ ２万円

１％ １万円

【注意事項】
・再建支援金に係る居宅の補修、建設または購入は、地震発生日以降の契約に限ります。
・再建支援金に係る建設、購入または補修をされる場合は、平成３０年１０月２１日までに完了いただく必要があります。
・再建支援金の支払いは、工事完了後の実績報告の後になります。
・損害割合１０％以上の人で、再建支援金を受給しない人は修繕支援金５万円を受給できます。
・貸家、借家またはアパートに係る申請には、追加の添付書類が必要です。詳しくは防災安全課にお問い合わせください。
・損害割合０％の人は対象外です。

住家の被害報告は５月３１日（水）で受付を終了します
　鳥取県中部地震で住家に被害を受けた報告がまだお済みでない人は、５月３１日（水）までにコールセン

ター（あ２７－０５１５）までご報告をお願いします。

オオキンケイギク
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《洪水情報を緊急メールで配信します ※申込不要・無料�》
�緊急時に洪水情報をお知らせする緊急速報メールの配信を開始します。
問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）、国土交通省倉吉河川国道事務所（あ２６－６２２１）

■河川ごとの配信対象エリア

河川 基準水位観測所 住所 配信エリア

天神川
小田水位観測所 小田 倉吉市、湯梨浜町、北栄町

竹田橋水位観測所 伊木 倉吉市、湯梨浜町、北栄町、三朝町

小鴨川 河原町水位観測所 河原町 倉吉市、北栄町

国府川 福光水位観測所 福光 倉吉市、北栄町

※�携帯電話の基地局の関係により、配信エリア近郊の人にも届く場合があります。

＜件名＞河川氾濫発生

＜本文＞天神川の○○市○○地先（○岸、○側）付近で河川の水が堤防を越えて

流れ出ています。防災無線、テレビ等で自治体の情報を確認し、各自安全確保

を図るなど適切な防災行動をとってください。（省略）・・・（国土交通省）

■メール配信例

■
５
月
か
ら
運
用
開
始
し
ま
す

　
国
土
交
通
省
で
は
、
天
神
川
・
小

鴨
川
・
国
府
川
の
洪
水
情
報
を
携
帯

電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
一
斉
配

信
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
運
用
を

５
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
水
害
の
危
険
性

を
自
身
で
察
知
し
て
自
主
的
な
避
難

に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
、
従
来
の
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線
な

ど
か
ら
の
情
報
に
加
え
て
、
緊
急
速

報
メ
ー
ル
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
社
会
全
体
で
洪
水
に
備
え
る

　
近
年
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、

全
国
で
大
規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害

が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

天
神
川
・
小
鴨
川
・
国
府
川
流
域
の

４
市
町
、
鳥
取
県
、
国
が
連
携
・
協

力
し
、
社
会
全
体
で
常
に
洪
水
に
備

え
る「
水
防
災
意
識
社
会
」の
再
構
築

を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
今
回
メ
ー

ル
配
信
を
開
始
し
ま
し
た
。

■
緊
急
速
報
メ
ー
ル
と
は

　
気
象
庁
か
ら
配
信
さ
れ
る「
緊
急

地
震
速
報
」
や
自
治
体
か
ら
配
信
さ

れ
る「
災
害
・
避
難
情
報
」を
該
当
す

る
地
域
に
一
斉
配
信
す
る
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■緊急速報メール配信のタイミング
①河川氾

はんらん

濫のおそれ
　�天神川、小鴨川、国府川の水位が氾濫危険水位に

達し、氾
はんらん

濫危険情報が発表されたとき

②河川氾濫発生（堤防を越えて水が流れ出た）
　�天神川、小鴨川、国府川で河川の水が堤防を越え

て流れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表さ

れたとき

③河川氾濫発生（堤防がこわれた）
　�天神川、小鴨川、国府川で堤防がこわれ、河川の

水が大量にあふれ出る事象が発生し、氾濫発生情

報が発表されたとき

※�詳しくは国土交通省倉吉河川国道事務所ホーム

ページをご覧ください。

氾濫注意水位

避難判断水位

氾濫危険水位

水位

②河川氾濫発生を配信
　堤防を越えて水が流れ出た

①河川氾濫のおそれを配信

③河川氾濫発生を配信
　堤防がこわれた

▲メール配信のタイミング図
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■
今
な
お
残
る
偏
見

　
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
は
、
全
国

13
か
所
に
あ
る
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の

た
め
の
医
療
・
生
活
施
設
で
す
。
平
成

８
年
に「
ら
い
予
防
法
」が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
が
、
長
年
続
い
た
隔
離
政
策
に
よ

り
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見
は
根
強
く
残

り
、
現
在
で
も
入
所
者
の
里
帰
り
な
ど

が
十
分
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

■
命
の
大
切
さ
気
づ
い
て
ほ
し
い

　
今
な
お
続
く
ハ
ン
セ
ン
病
へ
の
偏
見

と
い
っ
た
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
熊
本
県
に
あ
る
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

所
入
所
者
の
太
田
明
さ
ん
を
講
師
に
招

い
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
太
田
さ
ん
は
、
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療

養
所「
菊き

く

ち池
恵け

い
ふ
う楓

園
」（
熊
本
県
合こ

う

し志
市
）

に
８
歳
か
ら
入
所
し
て
い
る
経
験
を
も

と
に「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
素
材
に
、

命
の
大
切
さ
と
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の

思
い
で
講
演
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
は
、
現
在
の
療
養
所
で

の
生
活
や
、
入
所
者
の
た
め
の
医
療
・

福
祉
の
環
境
改
善
に
向
け
た
活
動
の
ほ

か
、
手
紙
を
通
じ
て
交
流
の
あ
る
社
小

学
校
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
話
さ
れ

ま
す
。

倉吉市人権局
  ２２―８１３０／   ２２―８１３５
   ｊｉｎｋｅｎｓｅｉｓａｋｕ＠ｃｉｔｙ．ｋｕｒａｙｏｓｈｉ．ｌｇ．ｊｐMAIL

命
の
大
切
さ
と
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て

　          

―
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

　
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
生
活
す
る
人
を
講
師
に
招
き
、
ハ
ン
セ
ン
病
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日 日時 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物所

人権相談を行っています

【倉吉会場】東庁舎３階第３会議室

日 ５月１８日（木）、６月１９日（月）�

午後１時～３時

【関金会場】高齢者生活福祉センター

日 ５月１２日（金）、６月９日（金）�

午後１時～４時

■倉吉市人権教育研究会第４９回総会・講演会

【講演会】

演題 「部落差別解消法の施行と今後の取り組み」

講師：�外
と が わ

川�正明さん（公立鳥取環境大学環境学

部教授）

日  ５月１３日（土）午前９時半～正午

所倉吉未来中心�小ホール

■�部落解放・人権政策確立要求鳥取県実行委員会�

第３３回総会・学習会

【学習会】

テーマ 「部落差別解消法制定と今後の取り組み」

講師：谷川�雅彦さん（部落解放・人権研究所所長）

日  ５月３１日（水）午後１時４０分～４時

所倉吉未来中心�小ホール

人権に関する講演会・学習会を開催します

問人権局（あ２２－８１３０／い２２－８１３５／
jinkenseisaku@city.kurayoshi.lg.jp)

■ハンセン病に関する講演会

日６月２４日（土）�午後１時半～

所倉吉交流プラザ�視聴覚ホール

【講師】太田�明さん

【内容】 国立ハンセン病療養所での生活や環境

改善に努めた話、社小学校児童との交

流エピソードなど。

「日本語学習会」�
受講生・学習支援ボランティアを募集します

Recruiting students of Japanese 
language classes for foreign residents
※Materials will be provided to students free of charge.

　受講またはボランティアを希望する人は、申込

書に名前、連絡先などを記入して申し込んでくだ

さい。

日(Period) ５月～８月の水曜日�
（Wednesday 19:30～21:00)

５月 １７日、３１日 ７月 １２日、２６日

６月 １４日、２８日 ８月 ９日

所(Place) 倉吉市人権文化センター�
（Kurayoshi City Jinken Bunka Centre）

※�申込書は、倉吉市人権文化センター、人権局にあります。

（Application forms are avaiable at Kurayoshi City Jinken 

Bunka Centre and the Kurayoshi City Human Rights 

Policy Division.）

申問(Application)倉吉市人権文化センター（あ／い２２－４７６８）
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～長谷の牛
ご お う

玉授け（初観
かんのん

音会
え

式）～

今年の福を掴むため
３月１８日（土）　

　大雪の影響で１か月遅い開催となった「長谷の牛玉授け」に

約１００人の参拝客が訪れました。この行事は、梁
はり

の上から

１２本の福木が1本ずつ投げ入れられ、それを掴
つか

み取った者

には商売繁盛・五穀豊穣・家内安全などの福があるとされる

ものです。「ごおーう。ごおーう」という掛け声とともに参拝

者は福木の奪い合いをはじめ、最後の福木（乙
おと

）を取った泊小

学校の加
かし ま

嶋展
のぶゆき

喜さん（１０歳）は「初めて取ることができて本

当にうれしい」と興奮気味に話しました。

思い出の木と
いつまでも…

植
木
・

メ
ダ
カ

あ
り
〼

お気軽にご相談ください

公的資格取得

樹木医
一級造園技能士

樹木のスペシャリスト「樹木医」「一級造園技能士」に
お客様の大切な庭木の剪定・管理を安心してお任せください！

木のお医者さん

植木屋
いちぼく逸木

営 業 所　倉吉市余戸谷町 3167-10

営業時間　AM8:00 ～ PM5:00

電　　話　090-4808-6998

年中
無休

～長谷の観音市～

春の訪れを告げる市
い ち

は大賑わい
３月１９日（日）　

　牛玉授けの夜が明けると春の訪れを告げる長谷の観音市が

開かれます。通りには長谷寺に参拝できなかった人のために

観音堂が設けられ、参拝者は無病息災や家内安全を願って線

香を手向けていました。また、東仲町から西町にかけては食

べ物や日用品などの店が立ち並び、ぜんざいや甘酒なども振

る舞われ、多くの人たちで賑わいました。三朝町から家族と

一緒に訪れた福井晴
はるせい

生くん（７歳）は「店がいっぱいあって楽

しい。来年もまた来たい」と嬉しそうな様子でした。

～社保育園�鳥取県食育推進活動知事表彰受賞～

積極的な食育活動が実を結ぶ
３月１７日（金）　

　食育推進活動のうち、創意工夫を凝らし、地域の特性を生

かした活動に意欲的に取り組む団体に送られる鳥取県食育推

進活動知事表彰が行われ、社保育園が表彰されました。毎月

の食育集会、菜園活動、年長児クッキング活動、保護者への

啓発活動、毎日の食育当番活動、食生活改善推進員や老人ク

ラブなど地域の人たちの協力で実施した活動が評価されたも

のです。特に年長児クッキング活動では、モデル事業以降も

継続し、市内公立保育園への拡大にもつながっています。
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～うわなだ桜まつり～

みんなの笑顔の花が咲く
４月１日（土）

　今年で１３回目を迎える「うわなだ桜まつり」が上灘中央

公園と上灘公民館で開催されました。公園では町内や関係団

体などが出店する屋台、高所作業車体験コーナー、ポンプ車

放水体験などが行われ、子ども連れの来場者などでにぎわい

ました。また、公民館内のホールでは倉吉東高校オーケスト

ラ部、倉吉東中吹奏楽部などの演奏や上灘皿まわし会などの

演芸が披露され、訪れた人たちの笑顔の花は一足早く満開と

なりました。

～給食センター再開～

５か月ぶりの「いただきます！」
４月１１日（火）

　昨年の鳥取中部地震により被災した学校給食センターが復

旧し、これまで中止していた小中学校の学校給食が約５か月

ぶりに再開されました。地震で学校給食センターが被災し、

給食が再開されるまでの間は弁当持参のほか、ボランティア

や近隣４町、鳥取短期大学、民間事業者から支援を受けて副

食を提供していました。当日は温かい汁物やご飯を前に、成

徳小学校の児童たちは「おいしいね」と言い合い、久しぶりの

給食に満足そうな様子でした。

新町店
ロータリー店
西倉吉店
由良店
米田店
河北ＰＬＡＺＡ

22-6281
22-2971
28-0121
37-4572
23-6111
26-8080

パープル店
ハワイ店

26-1121
35-3431

倉吉で生まれ育った
　スーパーマーケット
倉吉で生まれ育った
　スーパーマーケット

～倉吉打吹流しびな～

絵馬に願いを託して
４月２日（日）

　子どもたちの安全で幸せな成長と玉川の浄化と清流の蘇生

を願って行われる伝統行事「倉吉打吹流しびな」が行われまし

た。集まった子どもたちは、それぞれの願いを書いた絵馬を

菜の花でいっぱいになった玉川沿いからそっと流し、「願いが

叶いますように」と両手を合わせていました。「警察官になれ

ますように」「陸上で決勝に出れますように」「おもちゃ屋さん

になれますように」など将来の夢が書かれた絵馬は春の玉川を

ゆっくりと流れていきました。
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お知らせ information

市議会議員選挙の 
投票日は１０月１日（日）

　任期満了に伴う市議会議員一

般選挙は、９月２４日（日）に告示、

１０月１日（日）が投票日となります。

　よりよい暮らしを願う私たちの

代わりに、その思いを実現してく

れる１７人を選ぶ大切な選挙です。

　ルールをよく守り、明るい選挙

を実現しましょう。

 ⨈選挙管理委員会事務局（あ２２－８１４７／
い２２－８１７０）

地域コミュニティ放送を
ご活用ください

　市では、屋内で防災行政無線放

送を聞くことができる戸別受信機を

活用して地域コミュニティ放送（地

区・自治公民館からの放送）を可能

としたシステムを運用しています。

　このシステムを活用すると地区

公民館や自治公民館から地域住民

の皆さんに地域活動などの情報を

お知らせすることができます。

　詳細は防災安全課またはサポー

トセンターへお問い合わせください。

 ⨈防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－
１０８７）、倉吉市防災無線サポートセンター�

（あ２７－０１５３）

行楽期の交通事故に注意しましょう

　春から夏にかけては行楽などの

車が多く、交通渋滞や交通事故が

多発します。長距離を運転する場

合、休憩をこまめに取り、スピー

ドは控えめに、車間距離を十分に

保った「ゆとり」ある運転を心掛け

ましょう。また、車に乗った場合

はシートベルト・チャイルドシー

トを正しく着用しましょう。

２６－７１１０

TOTTORI POLICE

倉吉警察署から市民の皆さんへ

犬の登録と狂犬病予防注射の補足を行います

　まだ登録や注射が済んでいない犬を飼育している人は登録をし、予

防注射を受けさせてください。

 ⨈環境課（あ２２－８１６８／い２２－８１３６）

日 時間 地区 場所

６/７（水）

１３：３０～１３：４５ 関金 倉吉市役所関金支所

１４：０５～１４：２０ 小鴨 小鴨公民館

１４：３５～１４：５０ 社 社公民館

６/９（金）
１３：３０～１３：４５ 明倫 明倫公民館

１４：００～１４：１５ 上井 上井公民館

６/１１（日）
１０：３０～１０：５０ 成徳

文化活動センター
(リフレプラザ倉吉)

１１：００～１１：１５ 上灘 上灘公民館

民生委員・児童委員活動にご関心とご理解を

 ⨈福祉課（あ２２－８１１８／い２２－７０２０）

　
毎
年
５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
日
」、
５
月
12
日
～
18
日
は

活
動
強
化
週
間
で
す
。

　
民
生
・
児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣

に
委
嘱
さ
れ
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た

相
談
・
支
援
活
動
を
積
極
的
に
行
い
な

が
ら
、
地
域
福
祉
・
社
会
福
祉
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
今
年
で
創
設
１
０
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
民
生
・
児
童
委
員
の
存
在
や
活
動
の

理
解
促
進
を
図
り
、
更
な
る
活
動
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

■
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
活
動

・�

生
活
に
困
っ
て
い
る
人
、
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
な
ど
の
生
活
相
談
・
見
守
り

・�
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス

・
奉
仕
活
動

・�

学
校
、
保
育
園
な
ど
へ
の
訪
問
、
調
査

活
動

・�

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
の
実
態
調
査

・�

児
童
に
関
す
る
調
査

■
そ
の
他

・
市
内
危
険
箇
所
パ
ト
ロ
ー
ル

・
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル

・
子
ど
も
会
事
業
な
ど
へ
の
協
力

・
あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

・
地
域
内
行
事
へ
の
協
力

・
各
種
福
祉
団
体
な
ど
と
の
交
流

・�

児
童
相
談
所
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

な
ど

　配食サービスの様子（上北
条地区）。昨年は地区の小学
生とひとり暮らし高齢者の家
を訪問した。

地域内行事への協力
（花だん整備） あいさつ運動の様子 奉仕作業
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市民意識調査にご協力を
お願いします

　市では、市民の皆さんと共にま

ちづくりを総合的・計画的に進め

ていくために、市民意識調査を実

施します。

　この調査では、日ごろ、市民の

皆さんが市の政策・施策について

どのように感じ、考えているのか、

また皆さんの生活の様子や、その

問題点についてお聞きします。

　この調査は、施策目標の達成度

を測定・評価し、今後の取り組み

へつなげていくための大切な調査

です。ぜひご協力をお願いします。

【対象者】

２０歳～８５歳の市民２，５００人

※無作為抽出により送付

【回答方法】

　送付された調査票の各項目に回

答したあと、同封の返信用封筒で

返送してください。

※�調査票の発送は、５月上旬を予定。

【回答期限】５月３１日（水）

 ⨈総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－
８１４４／ �kikaku@city.kurayoshi.lg.jp）

野良猫の不妊・去勢手術
費用の一部を補助します

　飼い主のいない猫（野良猫）が多

く生息する地域では、猫の糞
ふん

尿
にょう

・

鳴き声などによる地域環境への悪

影響が大きな課題となっています。

　野良猫の繁殖抑制、生活環境の

保全、市民の動物愛護意識の高揚

を目的に、市内で捕獲した野良猫

に不妊・去勢手術を受けさせた人

に対し、負担した費用の一部を補

助します。

【対象者】

　市内で捕獲した野良猫に不妊・

去勢手術を受けさせ、その費用を

負担した市内に住所がある人

【対象動物病院】県内の動物病院

【補助金額】

上限１０，０００円／匹

※�支払った手術費用が１０，０００円を下回

る場合は支払った額

【補助頭数】１２０頭（先着順）

 ⨈環境課（あ２２－８１６８／い２２－８１３６）

計量器（はかり）定期検査を実施します

　計量器（はかり）を取引または証明上の計量に使用している会社、商工業

者、農林漁業者、団体、医療機関、学校、官公庁などの皆さんは、その計

量器について、県が行う定期検査を受けなければなりません。

【対象】 商取引、材料購入、製品出荷、詰め込み用、農家の庭先取引・市場

への直接出荷、病院や学校などでの健康診断・身体測定、病院・薬

局などでの調剤に使用している計量器（はかり）

※�農家で使用する計量器でも、重量を量って農協などに出荷したり、直接販売する場合、検

査が必要となります。ただし、農協などで再度計量する場合は対象となりません。�

　対象となる計量器を持っている人は必ず定期検査を受けてください。な

お、過去に検査を受けた人には、郵送で検査日などをご案内します。

【第１会場】 所�市役所税務課裏駐車場

日�６月１日（木）、６日（火）、９日（金）、１３日（火）、１６日（金）�午前１０時～午後３時

【第２会場】 所�関金支所

日６月２０日（火）�午前１０時～午後３時

※�この検査を受けていない計量器を使って、取引または証明上の計量を行うと、計量法違反として処罰されることがあります。

 ⨈商工課（あ２２－８１２９／い２２－８１３６）、鳥取県くらしの安心推進課（あ０８５７－２６－７６０１／い０８５７－２６－８１７１）

農振農用地区域からの
除外等申出受付開始

　倉吉農業振興地域整備計画の全

体見直し作業の完了に伴い、個別

の農振除外申請の受け付けを５月

より再開します。

　農地を宅地などに転用しようと

する場合、その土地が農業振興地

域内の農用地区域に設定されてい

るときは、農用地区域からの除外ま

たは用途変更の手続きが必要です。

　詳細はお問い合わせください。

申問農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）

８年目の水道メーターは
無償で取り替えます

　水道メーターは、計量法に基づ

き、有効期間が８年間と定められ

ています。有効期間が満了となる

ものは、水道局が無償で取り替え

をしています。

　水道局から委託を受けた業者

（身分証を携行）が、水道メーター

の取り替えを行います。

※対象者には事前にお知らせします。

 問水道局工務課（あ２６－１０３２）
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募集 collect

倉吉天女音楽祭出演 
楽団員を募集しています

　倉吉市出身で観光大使の、世界

的サックス奏者Ｍ
マ ル タ

ＡＬＴＡ氏と共

演する「倉吉天女音楽祭吹奏楽団」

の団員を募集します。

【天女音楽祭】�日１１月５日（日）

所倉吉未来中心�大ホール

【応募資格】団員として練習・演奏

に参加できる人（市外の人も可）

【募集期間】６月９日（金）

※�練習日・応募方法など詳細は、お問い

合わせください。

 ⨈倉吉天女音楽祭実行委員会事務局（観
光交流課内�あ２２－８１５８／い２２－８２３０）

統計調査登録調査員を
募集しています

　市では、国などが実施する各種統

計調査を行う調査員を募集します。

　調査員を希望する人は、市の調

査員として登録していただき、各種

統計調査実施の際に非常勤の公務

員として活動していただきます。

■業務内容

　調査票の配布や回収、調査票の

点検や整理など

■報酬

　統計調査の種類や内容、調査対

象数などにより異なります。

■登録条件

・市内在住の満２０歳以上の人

・�責任を持って統計調査事務を遂

行し、秘密を守れる人

・�税務、警察、選挙活動などに直

接関係のない人

・�暴力団員または暴力団と密接な

関係を有していない人

■登録方法

　総合政策課へ直接お問い合わせ

ください。

 ⨈総合政策課（あ２２－８１６１／あ２２－
８１４４）

倉吉市役所で就職相談を行っています

【マッチング体制のイメージ】

倉吉市無料�
職業紹介所
雇用相談窓口
（雇用推進コー
ディネーター）

移住定住相談窓口ハローワーク倉吉

連携

企業
（倉吉市の
誘致企業、
市 内 の 企
業・事業所）

求職者
（市内在住の
人、市内に
移住定住を
希望する人）

紹介

求人情報の 

提供など

相談

求人登録

 ⨈商工課（あ２２－８１２９／い２２－８１３６）

　市役所北庁舎１階で、就職相談（求人情報の

提供、市内事業所への就職斡旋）を実施し、求

職者と市内求人企業とのマッチングをお手伝

いします。対象者は市内在住の求職者や市内

への移住定住希望者です。

　雇用推進コーディネーターが相談に応じ、

一緒に考え仕事を探します。ご相談の際は、

混雑を避けるため事前に電話予約をお願いし

ます。

【窓口開設時間】�

毎週月・火・木・金曜日�※祝日を除く�

午前１０時～午後４時�※正午～午後１時は除く

【予約先】

商工課（あ２２－８１２９） 雇用推進コーディネーター
松本さん

私がご相談をお受け

します。

お気軽においでくだ

さいね

お知らせ information

介護保険料などの基礎
となる調査を実施します

　第７期高齢者福祉・介護保険事

業計画を策定するにあたり、基礎

資料とするため２種類の調査を実

施します。

　この調査でいただいた意見は、

計画策定にあたっての貴重な資料

とさせていただきますので、ご協

力をお願いします。

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

　どの地域にどのようなニーズが

あるのか把握するため、市内の要

介護認定を受けていない６５歳以

上の人約１，２００人を対象に日

常生活の状況などをお聞きするア

ンケートを５月中に送付します。

ご記入のうえ、返送してください。

在宅介護実態調査

　在宅での介護の状況・実態を把

握するため、在宅の要支援・要介

護認定を受けている人とその家族

を対象に、約１，２００人にアン

ケートを送付します。

 ⨈長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）
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行政相談所

【倉吉会場】市役所第３会議室

日５月１８日（木）午後１時～３時

【関金会場】高齢者生活福祉センター

日５月２６日（金）午後１時～３時

 問総務課（あ２２－８１１２）

■行政相談委員をご紹介します

　行政相談委員に、４月１日付

けで次の委員が委嘱されました。

戸
と だ

田英
え い こ

子さん

古
ふるさわ

澤康
やすとし

利さん

平
ひ ら た

田義
よ し と

人さん

　行政相談委員は、総務大臣か

ら委嘱され、無償で住民の皆さ

んから国の行政などへの苦情や

意見・要望を受け付け、その解

決のための助言や、関係機関へ

の連絡を行っています。

　行政相談は、相談日に関わら

ず、いつでも無料で受け付けて

います。秘密は堅く厳守します

ので、お気軽にご利用ください。

 問鳥取行政評価事務所（あ０８５７－２４－
５５４２）

くらよし農家相談会

日５月１７日（水）午前９時～正午

所�市役所北庁舎会議室

 問農林課（あ２２－８１５７）、または農業委
員会事務局（あ２２－８１７１）

市民生活相談窓口

 問地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２
－２７１７）

司法書士による無料法律相談会

日５月２３日（火）午後４時～６時

所�倉吉未来中心セミナールーム４

申問鳥取県司法書士会（あ０８５７－２４－
７０２４）�※前日までに要予約

多重債務・法律相談会�※要事前予約

日�５月１９日（金）午後１時半～４時

所�倉吉未来中心セミナールーム４・５

 問�中部消費生活センター（あ２２－３０００）
鳥取県弁護士会による無料法律相談

日�５月１７日（水）�

午前１０時～午後３時

所�鳥取地方・家庭裁判所倉吉支部

【定員】１２人程度（当日受付順）

問鳥取県弁護士会（あ０８５７－２２－
３９１２）�※当日は、鳥取地方家庭裁判所倉

吉支部（あ２２－２９１１）

観光音声ガイド 
サービスが始まりました

　倉吉白壁土蔵群周辺で観光音声

ガイドサービス『倉吉聴き旅』が開

始されています。

　貸出の専用端末から自動または

手動で流れる音声ガイダンスを聴

きながら、観光スポットを散策で

きます。

　この機会に倉吉の歴史や文化な

どの魅力をお楽しみください。

【利用時間】午前９時～午後５時

【専用端末貸出・返却場所】倉吉

白壁土蔵群観光案内所（魚町／あ

２２－１２００）

料１回５００円�

※保証金として別途５００円をお預かりします。

 ⨈観光交流課（あ２２－８１５８／い２２－
８２３０）

【
対
象
】

 

・�

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
・
通
勤
す

る
10
人
以
上
の
団
体

・�

地
区
単
位
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

【
時
間
】

　
１
時
間
半
程
度

【
場
所
】

　
応
募
団
体
で
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
市
役
所
で
も
開
催
で
き
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

総
合
政
策
課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い

【
募
集
期
間
】

　
随
時
受
付
中

【
そ
の
ほ
か
】

　
受
け
付
け
後
、
日
程
な
ど
を
調
整
し

て
代
表
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
要
領
は
総
合
政
策
課
、
関
金
支
所
、

市
内
各
地
区
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

市民対話集会

ふれあいトーク
開催団体募集中！
　地域で活動している皆さん

のもとへ市長が伺い、直接お

話を聞かせていただきます！

「ふれあいトーク」の開催団体を募集します

　市民対話集会「ふれあいトーク」で聞かせていただいた

意見などは、市における地方創生の取り組みや今後のま

ちづくりへ反映させていきます。

　皆さんの生の声を直接市政へ届ける「ふれあいトーク」

を、あなたの団体でも開催しませんか。

　積極的な応募をお待ちしております。

申問総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－８１４４）

受付中！

ふれあいト

ー
ク
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

EVENT�INFORMATION

まちのイベント

コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会
開催日 催事内容

5/ 5（金・祝）～9（火）井
い に し

西静
し ず ま

馬
ギターの音色とつづれ画展

5/11（木）～15（月）
森本すま子・中村武 二人展
アート花火

5/18（木）～23（火）
フォト写楽Ｍ写真展2017
デジタルモノクロームの世界

5/25（木）～30（火） 花田滋
し げ こ

子 鉛筆画作品展

 問コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

（公社）日本リウマチ友の会鳥取支部

第３０回 総会・大会
日６月４日（日）��総会：午後１時～１時半�※会員のみ�

大会：午後２時～４時

所倉吉交流プラザ２階�第１研修室

【内容】医療講演、写真展、自助具展など

【医療講演】

演題 講師

関節リウマチ治療の最新情報
森尾泰

や す お

夫�
（三朝温泉病院�病院長）

関節リウマチの方の口腔ケア
高
た か ば

場由紀美
（鳥取県歯科衛生士会�会長）

問（公社）日本リウマチ友の会鳥取支部（門永あ／い０８５９－４４
－６７６８）

第５９回 鳥取県しいたけ品評会
日５月２８日（日）午前１０時～午後３時

ほししいたけ展示 午前１０時～午後３時

表彰式 午後１時～２時半

イベント 午前１０時～正午

所鳥取中央農業協同組合�本所（越殿町）

【イベント内容】しいたけもぎ取り体験、しいたけ

の網焼き配布、しいたけ栽培・経営相談コーナー、

小学生絵画展示など

※もぎ取り体験、網焼き配布の受け付けは午前９時半～

問鳥取県しいたけ品評会事務局（ＪＡ全農とっとり野菜花き課��
あ０８５７－３２－８３３１／い０８５７－３１－２２４１）

（公財）ボーイスカウト日本連盟�平成２９年度�全国大会

スカウティングエキスポ 
わくわくアドベンチャーワールド

日�５月２７日（土）午前１１時半～午後５時�

５月２８日（日）午前９時半～午後２時

所とりぎん文化会館（鳥取市尚徳町）

【内容】ゲーム「忍者の里」（迷路、関所破り、丸太

切り、なわ結びなど）

問日本ボーイスカウト鳥取連盟（あ／い０８５７－２３－７４１０）

美保基地航空祭
日５月２８日（日）�午前９時～午後３時

所航空自衛隊美保基地内（境港市小篠津町）

【内容】航空機地上展示、航空機展示飛行、主要装

備品展示など

※�基地周辺は混雑が予想されます。また、駐車場には限

りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

問航空自衛隊美保基地渉外室(代表�あ０８５９－
４５－０２１１）

詳細は美保基地ホームページをご覧ください

▲
社会医療法人仁厚会・社会福祉法人敬仁会

～たくさんのご来場を心よりお待ちしています～

日６月３日（土）�午前１０時～午後３時

所倉吉病院、藤井政雄記念病院周辺

【内容】ステージイベント、屋台、バザーなど

問ふれあいはあとまつり実行委員会事務局（造酒、清水�
あ２６－１０１２）

ＳＵＮ－ＩＮ未来ウオーク参加者募集！
とっとりはげんきです�鳥取中部地震復興祈念大会

日６月３日（土）、４日（日）

所主会場�倉吉パークスクエアふれあい広場

料

【ゲストウォーカー】荻
おぎわら

原健
け ん じ

司さん

【事前申込期限】郵便窓口：５月２５日（木）

現金窓口（クラカフェ（東仲町））：５月３１日（水）

※�事前申込で、松葉ガニやスイカ、二十世紀梨などが当たるチャ

ンスがあります。

詳細はＳＵＮ－ＩＮ未来ウオーク

ホームページをご覧ください

▲

問未来ウオーク実行委員会（あ０９０－９７３０－１０８９）

参加費

一般事前申込 1,800円
当日申込 2,000円

参加費

大学・専門学生 500円
高校生以下 無料

歯と口の健康週間フェア
日６月４日（日）午前９時～１１時半

所鳥取県中部歯科医師会口腔衛生センター

【内容】歯と口についての各種相談、歯科健康診断、

フッ化物歯面塗布、フッ化物洗口体験

問鳥取県中部歯科医師会口腔衛生センター（あ２２－５４７２／い
２２－５４５０）
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

から
のお知らせ

伯耆しあわせの郷�指定管理者：旭ビル管理株式会社

 小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３） 

【利用時間】午前９時～午後８時 【休館日】 月曜日

■受講生募集　※申し込み受け付け中。

教室名 開催日など 定員 受講料

café風ごはんでlunch！
「ライスコロッケほか」

5月13日（土）
10:00～13:00

先着
24人

550円
※要材料費

韓国料理教室 
「韓国のり巻ほか」
※ ①または②を選んで
ください。

①5月20日（土）
②5月21日（日）
10:00～13:00

各
先着
28人

550円
※要材料費

倉吉スポーツセンター 指定管理者：ミズノグループ

 葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４） 

【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

�■大会などの予定（５月）

市営庭球場

3日（水・祝）、4日（木・祝） 全山陰百歳ソフトテニス大会

20日（土）、21日（日） 会長杯ソフトテニス大会

市営ラグビー場

3日（水・祝）、4日（木・祝）、
5日（金・祝）

全国U-17サッカーフェスティバル

市営野球場

14日（日）
中部軟式野球連盟早朝野球大会
開幕式

市営関金野球場

3日（水・祝）、4日（木・祝）
（予備日5日（金・祝））

連盟旗中学校軟式野球市予選大会

7日（日） 天皇賜杯全日本軟式野球市予選大会

12日（金）、13日（土）、
14日（日）（予備日27日（土））

県学童軟式野球市予選大会

20日（土）、21日（日） プロ野球ＯＢクラブ杯県大会

28日（日） 県草野球愛好会中部予選大会

市営関金多目的広場

3日（水・祝）、4日（木・祝）、
5日（金・祝）

全国U-17サッカーフェスティバル

■受講生募集�※要予約。参加費は当日支払。

講座 会場 開催日など 参加費

チェアー
エクササイズ

スポーツセンター
食堂

毎週火曜
10:00～11:00

500円

ピラティス
スポーツセンター
2階研修室

毎週水曜
10:00～11:00

500円

エアロビクス
スポーツセンター
体育館

毎週金曜
10:00～11:00

500円

ヨガ
スポーツセンター
2階研修室

毎週木曜
10:00～11:00

1,000円

※マット持ち込みで800円

■ミズノ・スポーツ教室「鉄棒教室」

逆上がりに挑戦しよう！

日５月２０日（土）

所スポーツセンター体育館

対象 時間 参加費

幼児（年中・年長） 10:30～12:00 1,000円/人

小学生（1～4年） 13:30～15:00 1,000円/人

倉吉市文化活動センター�指定管理者：倉吉文化団体協議会

 住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）
【利用時間】  火曜日～土曜日：午前９時～午後１０時 

 日曜日：午前９時～午後５時
【休館日】月曜日  ※�会議室、音楽室、調理実習室など貸出あり

■モーニングシネマ（無料）

開催日 時間 タイトル

5月9日（火）

10:00～

ブーリン家の姉妹

5月16日（火） 尼僧物語

5月23日（火） 伊豆の踊子

5月30日（火） 50回目のファーストキス

■リフレギャラリー（無料）

渡辺誠写真展「賽
さい

のかわらで石を積む」

日５月２日（火）～１３日（土）

倉吉和紙ちぎり絵サークル作品展

日５月１６日（火）～３０日（火）

■リフレプラザ文化教室受講生募集中

～この春、新しいこと始めてみませんか～

教室名 開講日 受講料

ギター教室
第1・第3火曜日
13:00

4,000円/月

生け花を楽しむ
第1・第3火曜日
14:00

1,500円/月
※材料費別

気功入門
第2・第4水曜日
10:00

1,500円/月

小笠原流煎茶道
第2・第4土曜日
13:00

2,000円/月
※菓子代200
円

書を楽しむ
第1・第3木曜日
10:00

1,000円/月
※手本30円

熟年のための
ピアノ教室

第1・第3火曜日
14:00

応相談

ヴァイオリン教室
第1・第3土曜日
14:00

応相談

水墨画・墨彩画
第2・第4水曜日
18:30

3,200円/月

着付を楽しむ
初心者コース

第2・第4水曜日
10:00

2,000円/月

山野流きもの着付け教室
初心者コース

第1・第3土曜日
13:00

3,000円/月

■第３５回アザレアのまち音楽祭

日５月７日（日）～６月１８日（日）

　詳細は公式ホームページをご覧ください。



2017.5（20）

日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

予防接種
Immunization 問保健センター�

（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

検診・健診
Examination 問保健センター�

（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

集団検診の日程　　　　　　※保健センターに要予約

とき ところ 内容

5月
17日（水）上灘公民館 特定健診・長寿（後期

高齢者）健診・一般
健診・がん検診（胃・
肺・大腸・子宮・乳・
前立腺）・肝炎ウイル
ス検診・物忘れ健診
※ 6/6の上灘公民館
では乳・子宮がん
検診はありません

28日（日）倉吉体育文化会館

6月 6日（火） 上灘公民館

【受付時間】午前８時～１０時

※�対象年齢、料金など詳細については、受診券に同封の「倉吉

市健康診査の手引き」をご覧ください。

※�７５歳の誕生日以降に特定健診を受けることはできません。

長寿健診の受診券を発行しますので、保健センターに連絡し

てください。

各種健康診査が始まります

　対象者には受診券を送付しています。また、４１

歳、６１歳（いずれも平成３０年３月３１日現在）の

人は各種健診が無料となります。この機会に、ぜひ

健診を受けましょう。

【対象者など】

対象者 受診券の種類

２０～３９歳女性 子宮がん検診

４０～８４歳 各種がん検診

４０～７４歳の国保加入者 国保特定健診

７５歳以上の後期高齢者医療制度加入者 長寿健診

※�転入した人・８５歳以上の人・受診券が届かない人は郵送しま

すので保健センターにご連絡ください。

【受診方法】

集団健診�
５月１７日（水）から地区公民館など

で受診できます。

医療機関健診
５月２２日（月）から協力医療機関で

受診できます。

※�健診の詳しい内容・料金などは受診券に同封の「倉吉市健康診

査の手引き」をご覧ください。

国保人間ドック・脳ドックの受付について

　一部の医療機関を除き、国保人間ドック・脳ドッ

クの予約を行っています（医療機関の電話番号、電

話予約対応時間などを「健康診査の手引き」で確認の

上、予約してください）。医療機関に予約後、市の

受付をしてください。

【受付開始】６月１日（木）

【受付場所】保健センター・保険年金課・関金支所

■国保人間ドック

対象者
４０歳～７４歳の倉吉市国民健康保険加入

者（国保料を完納している世帯）

内容

特定健診・胃がん・肺がん・大腸がん・前

立腺がん検診・腹部超音波検査・腫瘍マー

カー検査など

自己負担金

※�肝炎ウイルス

検査、喀
かくたん

痰検

査は別料金

４０～６９歳 １０，０００円

・�４０～６９歳の�

市民税非課税世帯

・７０～７４歳

　５，０００円

持ち物
国民健康保険証・特定健康診査受診券・が

ん検診受診券

■国保脳ドック

対象者
４０歳～６９歳の倉吉市国民健康保険加入

者（国保料を完納している世帯）

内容

特定健診・脳検査（頭部ＭＲＩ）・脳血管等検

査（頭部ＭＲＡ）・高次脳機能検査（かなひろ

いテスト）など

自己負担金 １０，０００円

持ち物 国民健康保険証・特定健康診査受診券

※�特定健診と国保人間ドック・脳ドックを重複して受診することは

できません。

※�市外への転出や他の保険への加入により、倉吉市国保の資格が

なくなった方は、受診できません。

※�詳細は４月下旬に送付した受診券に同封の「倉吉市健康診査の

手引き」をご覧ください。

歯周疾患検診　※無料

日�５月１日（月）～２月２８日(水）

【対象者】 ４０歳、５０歳、６０歳、７０歳（いずれも

平成３０年３月３１日現在）の人

※対象者には受診券を送付しています。

Ｂ型肝炎予防接種費用の助成を行います

【対象者】�平成２８年４月１日～７月３１日生まれで１

歳までに３回の接種が終了しなかった幼児

※該当者は手続きが必要なためお問い合わせください。

【助成内容】 １歳を過ぎてからの接種費用の助成

　　　　　�※上限あり

【助成方法】 医療機関で実費を支払った後に、倉吉市

から助成額を支払います。

【助成期間】４月１日（土）～９月３０日（土）

※助成期間に接種した場合が対象となります。
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日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

�母子保健
Baby&Mother 問�保健センター（伯耆しあわせの郷内

あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

健診 案内 とき ところ
６か月児健診 平成２８年１１月生

６月
８日（木）、９日（金）

保健センター１歳６か月児健診 平成２７年１１月生 １３日（火）、１４日（水）
３歳児健診�※尿検査あり 平成２６年５月生 １６日（金）、２０日（火）

【受付】午後０時５０分～１時１５分／持母子健康手帳、アンケート用紙

とき ところ 備考

フッ化物歯面塗布（無料）
５月１１日（木）

午後１時半～３時

中部歯科医師会

口腔衛生センター

持歯ブラシ、タオル、母子健康手帳
申問中部歯科医師会口腔衛生センター
（あ２２－５４７２）

育児相談

身体測定

子育て・栄養・

歯科相談

５月２９日（月）

午前１０時～１１時半
保健センター 持母子健康手帳

離乳食講習会（調理編）
５月３０日（火）

【受付】午後１時～１時半
保健センター 申保健センター

※妊娠・出産・子育ての相談は保健センターへご連絡ください。相談日時：月曜日～金曜日　午前８時半～午後５時１５分

介護予防とケア
問長寿社会課�
（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

Prevention&Care

高齢者実態調査にご協力ください

　在宅福祉の充実と高齢者の緊急な事態に対応する

ことを目的に、次のとおり調査を行います。

　調査内容は、他の目的には一切使用しません。

【調査対象】 市内在住の６５歳以上の人（ひとり暮らし

の人など）

【調査基準日】６月１日（木）

【調査員】民生児童委員（市が依頼）

５月の認知症の人と家族の会「家族の集い」

とき ところ

倉吉
会場

５月１８日（木）
午前１０時～正午

倉吉交流プラザ

不妊治療費・不育治療費助成について

　不妊治療費（特定不妊治療、人工授精）、不育治療

費にかかる費用の一部を助成します。

【対象経費】特定不妊治療、人工授精、不育治療

【申請期限】平成３０年３月３１日（土）

※�治療の終了が平成３０年２月１日（木）～３月３１日（土）の場合は平

成３０年６月２９日（金）まで申請することができます。

不妊症相談窓口にご相談ください ※相談無料

　不妊や不育の悩みは一人で悩まずに「不妊専門相談

センター」に相談しましょう。

相談窓口 問い合わせ先
鳥取県東部不妊専門相談センター
（県立中央病院内）

０８５７－２６－２２７１�

鳥取県西部不妊専門相談センター
（ミオ・ファテリティ・クリニック内）

０８５９－３５－５２２３

おひさまキッチンスタジオ「旬の食材d
デ

eおかず作り」

　旬の食材を使って、子どもが食べやすくて簡単に

できるおかず作りをします。

日 ５月２５日（木）午後２時～４時　※午後１時４５分集合

所��集合：子育て総合支援センター「おひさま」

　会場：上灘公民館

【対象】離乳食完了期以上の子どもと保護者

子育て総合支援センター「おひさま」イベント
Play&Bred

【講師】子ども家庭課栄養士

持�エプロン、三角巾、お茶、子ども用のスプーンと

フォーク

【申込期限】５月１８日（木）

※�託児が必要な場合は申し込んでください。ただし、人数に

制限があります。

申問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２－３９１４）

心とからだの健康相談 ※保健センターに要予約

　食事や運動、心の健康など気軽にご相談下さい。

日�５月２５日（木）�

午後１時半～３時半

所保健センター

【内容】 保健師・栄養士による個別相談

５月３１日は世界禁煙デー　～関連イベント情報～

　ＳＵＮ－ＩＮ未来ウォークで測定コーナーや禁煙

相談などがあります。

�日�６月３日（土）、４日（日）�

午前９時半から午後１時

所倉吉未来中心

健康づくり
Healthcare 問保健センター�

（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）
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日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所
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３
８
５
人
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
が
ス
タ
ー
ト

合
同
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た

　
４
月
２
日
、
本
学
シ
グ
ナ
ス

ホ
ー
ル
体
育
館
に
て
、
第
３
回
鳥
取

看
護
大
学
入
学
式
お
よ
び
第
47
回

鳥
取
短
期
大
学
入
学
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
式
で
は
近
田
敬
子
鳥
取
看
護
大

学
長
が
94
名
の
入
学
許
可
宣
言
を

行
い
、
松
本
典
子
鳥
取
短
期
大
学

長
が
本
科
生
２
８
８
名
、
専
攻
科

生
３
名
、
計
２
９
１
名
の
入
学
許

可
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
新

入
生
を
代
表
し
て
、
石い

し
ば
し橋
佳か

ほ歩
さ

ん（
鳥
取
看
護
大
学
看
護
学
部
看

護
学
科
）は「
人
に
寄
り
添
い
、
必

要
と
さ
れ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

医
療
人
を
目
指
し
ま
す
」と
述
べ
、

西に
し
む
ら村
明あ

か

ね音
さ
ん（
鳥
取
短
期
大
学

国
際
文
化
交
流
学
科
）は「
夢
を
実

現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

実
り
あ
る
学
生
生
活
を
送
り
た

い
」
と
し
て
新
入
生
宣
誓
を
行
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
学
友
会
会
長
　
竹た

け

の

な

か

ノ
中

麻ま

な渚
さ
ん（
国
際
文
化
交
流
学
科

２
年
）か
ら
、「
両
大
学
の
学
生
同

士
で
の
人
間
関
係
の
広
が
り
は
も

ち
ろ
ん
、
教
職
員
、
地
域
の
方
々

な
ど
、
多
く
の
人
た
ち
と
関
わ
り

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た

ち
と
一
緒
に
大
学
生
活
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

日
５
月
17
日(

水)

午
後
１
時
半
～
３
時
半

所
鳥
取
看
護
大
学
　
１
階
　
交
流
ホ
ー
ル

 【
内
容
】体
脂
肪
・
血
圧
・
血
管
年
齢（
要
予
約
・
先
着
７
人
）・
骨
密
度
の
測
定
、

健
康
ミ
ニ
講
話「
健
康
と
食
事
に
つ
い
て
」 問�

鳥
取
看
護
大
学（
あ
27
ー
２
８
０
０
）

韓
国
の
遠
足
―
逍ソ
プ
ン風

　
陽
気
と
新
緑
に
包
ま
れ
た
こ
の

季
節
に
な
る
と
、
大
自
然
を
満
喫

し
に
出
か
け
た
く
な
り
ま
す
。
学

生
時
代
は
毎
年
遠
足
に
行
き
ま
し

た
。
韓
国
で
は
遠
足
の
こ
と
を

逍ソ
プ
ン風
と
い
い
ま
す
。

言
葉
の
由
来

　「
逍
」と
い
う
字
は
、
あ
て
も
な

く
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
く
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
逍
風
と
い
う
の
は
、
ぶ
ら

ぶ
ら
歩
き
な
が
ら
風
に
あ
た
る
、

す
な
わ
ち
大
自
然
を
感
じ
な
が
ら

癒
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

学
校
行
事
の
逍
風
は
、
春
と
秋
の

年
２
回
あ
り
ま
す
。
韓
国
の
学
校

は
３
月
ス
タ
ー
ト
の
二
学
期
制

で
、
学
期
ご
と
に
１
回
あ
る
わ
け

で
す
。

逍
風
の
場
所

　
逍
風
の
行
き
先
は
、
学
校
か
ら

徒
歩
で
行
け
る
公
園
や
河
川
敷
、

海
辺
、
山
な
ど
の
自
然
を
満
喫
で

き
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
都
市

部
の
学
校
は
、
近
く
に
自
然
の
満

ち
た
場
所
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
い
く

こ
と
も
多
い
で
す
。
ま
た
貸
し
切

り
バ
ス
を
使
っ
て
少
し
遠
く
ま
で

行
き
、
文
化
財
や
観
光
地
に
行
く

場
合
も
あ
り
ま
す
。

逍
風
の
お
弁
当

　
お
弁
当
は
、
キ
ム
パ
プ
と
い
う

の
り
巻
き
が
定
番
で
す
。
ゴ
マ
油

と
塩
で
味
付
け
し
た
ご
飯
に
、
ハ

ム
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
た
く
あ
ん
、

卵
焼
き
、
人
参
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

具
を
入
れ
て
巻
い
た
も
の
で
す
。

家
庭
に
よ
っ
て
入
れ
る
具
や
味
付

け
が
異
な
る
た
め
、
味
く
ら
べ
を

す
る
の
も
楽
し
み
で
し
た
が
、
最

近
は
専
門
店
で
買
っ
て
い
く
場
合

も
多
い
で
す
。

逍
風
の
遊
び

　
定
番
の
遊
び
の
ひ
と
つ
に
、
宝

探
し
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

先
生
た
ち
が
番
号
な
ど
の
し
る
し

を
つ
け
た
紙
を
木
の
枝
や
石
の

下
、
岩
の
隙
間
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
に
隠
し
、
生
徒
が
そ
れ
ら
を

探
す
ゲ
ー
ム
で
す
。
紙
を
探
し
た

人
に
は
、
文
房
具
な
ど
の
景
品
が

当
た
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
日

本
で
も
よ
く
や
る「
ハ
ン
カ
チ
落

と
し
」
や「
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん

だ
」も
定
番
ゲ
ー
ム
で
す
。

問�

鳥
取
短
期
大
学（
あ
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ー
１
８
１
１
）

No.61

■
今
月
の
一
言

「
무ム
グ
ン
フ
ァ

궁
화 
꽃ッ

コ

チ이 

피ピ

オ

ッ

ス

ム

ニ

ダ

었
습
니
다.

」

　
槿
む
く
げ
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

 

（
だ
る
ま
さ
ん
が
転
ん
だ
）

▲具だくさんのキムパプ（のり巻き）

▲新入生宣誓

▲入学おめでとう！
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【今月のオススメ本】

海駅図鑑　海の見える無人駅

清水浩史／著 （河出書房新社）

　全国９，０００の駅から、とびき

りの海駅を３０厳選。海駅の紹介だ

けでなく歴史や人の営み、環境問題

など多様なテーマがつづられていま

す。鳥取県の大山口駅も３０駅のひ

とつとして紹介されています。旅に出たくなる１冊。

【今月のイベント】

韓国語でおはなしかい�※参加費・申込不要

　韓国語で絵本の読み聞かせや手遊びをします。

日５月１４日（日）�午前１１時～１１時半

所倉吉市立図書館�おはなしのへや

【対象】３歳前後の人

おはなしかいの小道具作成講座

　おはなしかいなどで使用できる「ばあ人形」の作成

と使い方を学ぶ講座です。

日５月２１日（日）午前１０時～正午

所倉吉交流プラザ�第１研修室

料材料代１５０円

雑誌のリサイクル市

　せきがね図書館にある保存年限が過ぎた雑誌を無

料配布します。

日５月２７日（土）午後２時～２時半

所関金総合文化センター１階�正面玄関ロビー

就農相談会

　鳥取県内で新たに農業を始めてみようという人を

対象とした無料相談会です。

日５月２８日（日）午前１０時～午後３時

所倉吉交流プラザ�情報交流室

交流プラザ第２研修室の無料相談会  ※要申込

特許等無料相談会
5月2日（火）、12日（金）17日（水）、
19日（金） 午後1時～4時

ビジネス情報相談会 5月17日（水）午後1時～3時
こころの相談日 5月18日（木）午後2時～4時
起業・経営なんでも相談会 5月28日（日）午後1時～5時

日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

問�市立図書館（あ４７－１１８３／い４７－１１８０）
せきがね図書館（あ／い４５－２５２３）

Ｌｉｂｒａｒｙ�市立図書館

問（あ２２－４４０９／い２２－４４１５）

Ｍｕｓｅｕｍ�倉吉博物館

博物館は災害復旧工事のため休館しています

　ご不便をおかけしますが、工事へのご理解をお

願いいたします。

【休館期間】平成２９年７月末（予定）

※�休館中のお問い合わせは、平日のみ受け付けています。

倉吉市美術展覧会の開催時期を変更します

　倉吉市美術展覧会は例年６月に開催しています

が、今年は９月に開催します。

【作品搬入】８月２０日（日）午前１０時～午後４時

【会期】前期�９月２日（土）～１１日（月）

　　　後期�９月１６日（土）～２５日（月）

自然ウォッチング②「木星と月を見よう」

　おとめ座の位置で見頃を迎えている－２．４等の

木星を中心に行います。当日は月齢９．９の月も近

くで輝いており、望遠鏡で観察するには良い条件

です。そのほか、春

の星座の解説や二重

星を観察する予定で

す。春の星空観察を

楽しみましょう。

日�５月６日(土)�

午後７時半～

所博物館裏�駐車場�※�雨天・曇天時は館内で解説を行います。

※申込・参加費は不要

博物館講座①「くらしよし�倉吉を襲った大地震
　　　　　～博物館の震災と現状について～」

　倉吉博物館は昨年１０月に発生した鳥取県中部地

震により被災し、復旧工事のため全面休館していま

す。この講座では、被災した博物館の現状と今後の

復旧や課題などについて説明します。また、東日本

大震災や熊本地震の被災時における博物館活動につ

いても紹介します。

日５月１４日(日)午後１時半～３時

所倉吉交流プラザ�第１研修室

【講師】根
ね

鈴
れい

輝
てる

雄
お

（倉吉博物館長）

※申込・参加費は不要

◇

○

◇
△

□ ◇

５月の開館日
カレンダー 日 月 火 水 木 金土

休館日： １日、８日、１５日、２２日、２９日
資料整理休館日：２５日
○おはなしかい( １１：００～）倉
　あかちゃんのおはなしかい（１０：３０～）関
◇あかちゃんのおはなしかい（１０：３０～）倉
□むかし話をきく会（１１：００～）倉
△おはなしかい（１０：３０～）関
　韓国語でおはなしかい（１１：００～）倉
　※6日は祝翌日ですが開館します。
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まちかど博物館 展示のご案内 ※観覧無料

　休館中の博物館所蔵品を「くら用心」に展示します。

日５月２７日（土）、２８日（日）午前１０時～午後４時

所くら用心（東仲町）
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震災復興活動支援センターってどんなとこ？

センターでは復興に向けた住民のとりくみや

市民活動を支援するために次のような活動を

しているよ。気軽に相談してね

●鳥取県中部地震からの復興などに関する相談への対応

　ＮＰＯ、ボランティア団体、自治公民館などのさま

ざまな団体から復興に関する相談を受けます。また、

クラウドファンディングや震災復興活動特別支援補助

金の活用、ＮＰＯなどの資金調達や団体の設立、運営

などの相談を窓口だけでなく出張して受けることもで

きます。

●伴走支援

　ＮＰＯや自治公民館などが行う地域を元気にする活動

の事業企画や運営面、活動広報などの支援を行います。

●復興ボランティアネットワークの形成

　支援機関連絡会議の開催など住民・ＮＰＯなどの

ネットワーク形成にむけた取り組みを行います。

●情報発信

　活動内容やＮＰＯなどが主体的に実施する復興活動

などを情報発信します。

震災復興活動への具体的な支援策はあるの？

支援策はいろいろあるけど、今回は鳥取県の

「震災復興活動特別支援事業補助金」という制

度を紹介するよ

【対象事業】

■復興に向けたソフト事業

　被災地域の支援、元気を創出・発信するイベントなど

■復興に向けたハード事業

　被災した地域コミュニティ施設などの修繕

■地域防災力強化のための取り組み（ソフト事業）

　防災イベント、高齢者の見守り体制の構築など

【補助率など】

・小規模活動支援型：上限１０万円、補助率１０／１０

・大規模活動支援型：上限１００万円、補助率３／４

・修繕型：上限２０万円、補助率１０／１０

センターの問い合わせ先は？

震災復興活動支援センター（担当：白鳥）

あ２６－２９５４／い２４－６４７０

shiratori@tottori-katsu.net　です。
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：22,710人（－113）

女：25,335人（－ 87）

計：48,045人（－200）

20,635 世帯（－ 17）

（H29.3.31現在）
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 震災前より元気な地域づくりをめざして
 パープルタウン内にできた震災復興活動支援センターに潜入！

買い物が済んだら

寄ってみようかいな

震災からの復興活動を行う団体

などを支援するため４月１日に

「とっとり県民活動活性化セン

ター内（倉吉パープルタウン２

階）」にオープンした「震災復興活

動支援センター」の活動や担当

職員の思いなどを紹介します。

４月から着任した主任

企画員の白
しらとりこうた

鳥孝太です。

僕が担当します。

白鳥さんから一言　
「
震
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